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【全試合結果】 Ｍ７１：３位決定戦　　　　Ｍ７２：決勝戦
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高円宮牌 2013ホッケー日本リーグ 男子 プレーオフ 最終日

会場 岐阜県グリーンスタジアム 天候



【各試合の結果・詳細】
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【３位決定戦】

【決勝戦】

テクニカルオフィサー 中村康夫
アンパイア

近藤聡史
ジャッジ 下島多美子、苅谷和代 戸塚洋介

名古屋Ｆ 56分#4小野、70分#9藤本
天理大 13分#6落合

　天理大学のセンターパスにより前半戦が開始された。天理大学は１３分＃６落合が左サイドからドリブ
ルで持ち込み、バックライン沿いの角度のないところからプッシュシュートを決め先制点を奪う。対する名
古屋フラーテルは、１５分にＰＣを獲得するも天理大のＧＫ＃１井川の好セーブにより得点を奪うことがで
きない。その後、２７分に天理大が、３２分には名古屋ＦがそれぞれＰＣを獲得するも、両チームとも体を
張った守備でお互い得点を許さない。天理大が１点のリードのまま前半戦を折り返した。
名古屋Ｆのセンターパスで後半戦が開始された。後半開始早々から名古屋Ｆの猛攻が続き、４９分名古
屋Ｆ＃１４長澤がタッチシュートで決定的な場面を作り出すが、天理大のＧＫ＃１井川の２度目の好セー
ブによりピンチをしのぐ。５６分名古屋Ｆの＃４小野のリバースシュートが決まり１－１の同点に追いつく。
両チーム互角の攻防を見せこのまま延長戦にもつれ込むかと思われた試合終了間際の７０分、名古屋
Ｆ＃２２大門のセンタリングを＃９藤本がタッチシュートでゴール左上に決め逆転する。これが決勝点とな
り２－１で名古屋Ｆが優勝。４年ぶり８度目の優勝を飾った。
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岐阜朝日 44分#8横山
立命館大 10分#1堀谷、35分#8田中、57分#9大橋、62分#11森、69分#11森

　岐阜朝日クラブのセンターパスにより前半戦が開始された。岐阜朝日は４分、ＰＣを獲得するも得点に
は至らず。それに対し、立命館大学は１０分、ゴール前の混戦の中、＃１堀谷が押し込み０－１とする。２
７分には、岐阜朝日は２度目のＰＣを獲得するが、立命館大の好守に阻まれチャンスを生かしきれない。
前半終了間際３５分、立命館大はサークルトップ付近でボールを受けた＃８田中のスイープヒットにより
追加点をあげ０－２とし、立命館大のリードで前半戦を折り返した。
立命館大のセンターパスで後半戦が開始された。後半のスタートから岐阜朝日のペースで試合が展開
され、４４分には岐阜朝日＃８横山が立命館大のＧＫが弾いたボールを冷静に決め１－２とし１点差に縮
める。その後も岐阜朝日の攻撃が続くが追加点が奪えず。徐々に勢いを付け始めた立命館大は、５７分
＃９大橋が右サイドでタッチシュートを決め、６２分＃８田中のパスを＃１１森が再び右サイドでタッチ
シュートを決めて１－４とし、点差を３点に広げる。試合終了間際の６９分、立命館大＃１１森がサークル
トップ付近でボールをキープし、リバースシュートを決め１－５とし、だめ押し点を入れる。豊富な運動量
を見せる岐阜朝日クラブだったが点差を縮めることができず、１－５で立命館大が快勝。結果、立命館大
が第３位を獲得した。
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